
コロナとの共生をはかりながら
経済再興による成長戦略の道筋を示すべき

E本誌紐大中吉一
連載政界展望ジャーナリスト鈴木哲夫氏

新型コロナまん延防止全面解除？岸川政権「5つの大罪」

先人に学び、日本を哲学する特別編（株）人間と科学の研::飛岡健氏

美しい国H本の建設の為に‘皆農制、を！ ～明8を担う若者を‘農業、を通して育てる為に～②
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リレー
対談

人
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は
た
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燃
え
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命
懸
け
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仕
事
が
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た
い

株式会社石原和幸デザイン研究所代表取締役
景観アーティスト、庭園デザイナー

石原和幸氏
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3
 列

島
い
ん
ふ
ぉ
め
ー
し
ょ
ん
P
L
u
s

連
載
◎
政

新
型
コ

《
時
論
公
論
》

I

理
不
尽
な
戦
争
を
止
め
ら
れ
な
い
世
界

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
卑
｛
辛
生
海

船
出
、
蹟
い
た
大
阪
公
立
大
医
学
部
附
属
病
院
長
人
事
で
内
紛

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
苦
、
尾
幸
i
ニ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲
劇
に
学
ぶ
S

安
全
保
障
政
策
の
転
換
を
ー

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
／
元
杏
林
大
学
教
授
華
老
昂
曲
盆
雄

世
界
の
指
導
者
と
し
て
の
資
質
に
欠
け
る

ロ
シ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
の
無
知
蒙
昧
な
愚
挙

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
三
木
寛
郎

連
載
◎
欧
州
か
ら
ニ
ッ
ポ
ン
を
見
る
(
3
2
0
)

日
独
が
世
界
戦
争
の
危
機
を
救
う
と
い
う
考
ス
は
桓
端
す
ぎ
る
か

在
仏
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
｛
女
部
霊
雅
証

l

連
載
◎
医
療
最
前
線
長
尾
和
宏
の
「
生
」
と
「
死
」

人
類
史
上
最
大
の
薬
害
の
始
ま
り
変
更
と
対
応
は
早
い
ほ
ど
い
い

医
学
博
士
長
尾
和
宏

シ
リ
ー
ズ

T
o

p
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
⑪

1
0
0

周
年
は
通
過
点

未
来
に
向
け
て
「
安
全
」
「
安
心
」
で
世
界
が
憧
れ
る
街
づ
く
り
を
推
進
し
た
い

東
急
株
式
会
社
取
締
役
社
長
宜
四
橋
和
立
大

列
島
い
ん
ふ
ぉ
め
ー
し
ょ
ん
P
L
u
s

地
域
企
業
特
集

第
5

回
屋
形
船
業
界
を
襲
っ
た
風
評
被
害

姿
な
き
敵
と
の
戦
い
に
明
け
荘
れ
た2
年

束
京
都
屈
形
船
協
同
組
合

N 皿 Il 

人
生
は
た
だ
一
度

燃
え
る
命
懸
け
の

仕
事
が
し
た
い

洋
で
も
な
く
和
で
も
な
い

6

目
指
す
庭
は
故
郷
の
原
風
景

石
原
和
幸
氏

株
式
会
社
石
原
和
幸
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
代
表
取
締
役

景
観
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
庭
園
デ
ザ
イ
ナ
ー

s
 

> 

牧
野
知
弘
氏

オ
ラ
ガ
総
研
株
式
会
社
代
表
取
締
役

不
動
産
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

リ
レ
ー
対
談

提
言

界
展
望

ロ
ナ
ま
ん
延
防
止
全
面
解
除
？

岸
田
政
権
「5
つ
の
大
罪
」

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

月
刊
公
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子
版
が
ス
タ
ー
ト
＂

ー
ド
：
炉
照
く
た
さ
い

連
載
◎
未
病
漢
方
事
始
め
⑦

お
酒
で
「
が
ん
」
に
な
る
？

（
株
）
人
間
と
科
学
の
研
究
所

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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為
に
S

②

飛
岡
健

修
専
堂
大
塚
医
院
渡
辺
賢
治

所
長

編
言

コ
ロ
ナ
と
の
共
生
を
は
か
り
な
が
ら

繹
済
再
興
に
よ
る
成
是
戦
略
の
道
筋
を
示
す
べ
き

連
載
0
政
界
展
望

新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
防
止
全
面
解
除
？

岸
田
政
権
「5
つ
の
大
罪
」

鈴
木
哲
夫
氏

T
o
p
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
⑪

1
0
0

周
年
は
通
過
点

未
来
に
向
け
て
「
安
全
」
「
安
心
」
で
世
界
が
憧
れ
る

街
つ
く
り
を
推
進
し
た
い
闘
闘
吋
高
橋
和
夫
氏

先
人
に
学
び
、
日
本
を
哲
学
す
る
特
別
編

美
し
い
国
日
本
の
建
設
の
為
に
五
皆
農
制
る
を
＇
·

S

明
日
を
担
う
若
者
を
ク
農
業
乙
を
通
し
て
育
て
る
為
に
S
®

飛
岡
健
氏

先
人
に
学
び
、
日
本
を
哲
学
す
る
特
別
編

美
し
い
国
日
本
の
建
設
の
為
に
五
皆
農
制
乙
を
！

5

明
日
を
担
う
若
者
を
ク
農
業
乙
を
通
し
て
育
て

昧
人
問
と
科
学
の
研
究
所
所
長

連
載
◎
防
災
の
世
界
を
解
剖
す
る
(
5
7
)

日
本
の
防
災
と
緊
急
事
態
条
項

S

法
制
度
の
改
定
で
防
災
意
識
は
高
ま
る
の
かS

一
般
社
団
法
人
A
D
I

災
害
研
究
所
理
事
長
ぼ
"
-
氷

ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

ソ
ニ
ー
タ
イ
の
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
の
生
産
拠
点

1
0
0

％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
稼
働

イ
オ
ン
環
境
財
団

自
然
と
調
和
し
た
健
全
な
人
間
社
会
を
目
指
し
、
新
た
な
里
山

r

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
イ
オ
ン
東
大
里
山
ラ
ボ
」
を
設
立

関
西
電
力
株
式
会
社

「
関
西
電
カ
グ
ル
ー
プ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ロ
ー
ド

サ
ン
ト
リ
ー
美
循
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「
大
英
博
物
館
北
斎
~
内
の
肉
麻
両
の
名
晶

連
載
◎
グ
リ
ー
ン
交
悠
録

「
大
中
吉
一
を
囲
む
会
」
即
4
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b
o
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l
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末

わたなべけん じ

渡辺賢治

子
を
破
壊
し
た
り
、
が

ん
抑
制
蛋
白
を
抑
制
し

た
り
し
て
、
食
道
が
ん
、

大
腸
癌
な
ど
の
原
因
と

階

な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
も
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
段
2
 

ヒ
ド
は
ア
ル
ッ
ハ
イ
は

謝

マ
ー
病
の
危
険
性
も
高
代の

め
ま
す
。
一
方
で
、
通
ル

常
の
健
康
診
断
で
は
尿
コレJ
 

酸
値
な
ど
の
異
常
が
で
ァ

に
く
い
の
で
、
安
心
し

て
し
ま
う
、
と
い
う
落

と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

を
代
謝
す
る
活
性
は
人

種
差
が
あ
り
ま
す
。
ほ

図 1

アルコール

アルコール脱水素酵素

• 
► アセトアルデヒド

アセトアルデヒド脱水素酵素

• 
~ 酢酸

図 2 遺伝子できまるアルコールの強い・弱い

前
回
は
が
ん
の
発
症
に
は
、
感
染
症
や

生
活
習
慣
が
深
く
関
わ
っ
て
い
て
、
喫
煙

と
感
染
症
に
つ
い
て
の
話
を
書
き
ま
し

た
。
今
号
で
は
お
酒
の
話
を
し
ま
す
。

酒
は
「
百
薬
の
長
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
か
ら
、
ま
さ
か
お
酒
で
が
ん
に
な
る
な

ん
て
、
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
号
で
書
い
た
通

り
、
お
酒
は
が
ん
の
発
症
に
関
わ
る
要
因

の
う
ち
、
男
女
と
も
に
3

位
な
の
で
す
。

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
と
、
1

日
当
た
り
の
平
均
ア
ル
コ
ー

ル
摂
取
量
が
純
エ
タ
ノ
ー
ル
量
換
算
で
、

2
3g
未
満
の
人
に
比
べ
、
4
6g
以
上
の
場

合
で
、
4
0％
程
度
、
6
9g
の
場
合
に
は

6
0％
程
度
が
ん
に
な
る
危
険
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
こ
の
2
3g
と
い
う
中
途
半
端
な

数
字
は
何
を
表
す
の
で
し
ょ
う
か
？

純
エ
タ
ノ
ー
ル
換
算
で
2
3g
と
い
う
の

慶應義塾大学医学部卒。慶應義塾大学

医学部内科、東海大学医学部免疫学教

室に国内留学後、米国スタンフォード

大学遺伝学教室に留学。帰国後北里研

究所（現北里大学）東洋医学総合研究

所、慶應義塾大学医学部漢方医学セン

ター長、慶應義塾大学環境情報学部教

授を経て、 1931 年に開設された漢方

専門医院、修琴堂大塚医院院長に就任。

横浜薬科大学特別招聘教授、慶應義塾

大学医学部漢方医学センター客員教

授、奈良県顧問、神奈川県顧問、漢方

産業化推進研究会代表理事、日本臨床

漢方医会副理事長、 WHO 医学科学諮

問委員、 WHO 伝統医学分類委員会共

同謙長等を兼ねる。 1900 年以来、西

洋医学のみだった国際疾病分類の、第

11 改訂（2019 年）に、伝統医療が初

めて取り入れられたが、 2005 年から

プロジtクトの共同議長として長年尽

ヵ，，主な著書に『漢方医学 同病異治

のfり，•K.I （請9炎社学術文庫）、『未病図

鑑l （ディスカヴァー・トウエンティ

')ン）、 I漢方で感染症からカラダを守

る I （ブックマン社）など。

お酒が沢山飲める 弱いけど飲める お酒を受け付けない

アセトアルデヒド脱水素酵素活性

アセトアルデヒド｀ • 酢酸

活性型 低活性型 非活性型

280% 180% 030% 

低活性型 アルコール依存度 飲酒による健康リ お酒を受け付けない

アルコール脱水 が最も高い スクが最も高い 完全下戸タイプ

素酵素活性 1600% 1440% 330% 

（アルコール→ 活性型 つい飲み過ぎてし 飲酒による健康リ お酒を受け付けない

アセトアルデヒ まう大酒タイプ スクが最も高い 完全下戸タイプ

ド） 3080% 24.70% 590% 

高活性型 つい飲み過ぎてし 飲酒による健康リ お酒を受け付けない

まう大酒タイプ スクが最も高い 完全下戸タイプ

（イーピーエス株式会社HP から httpsJ /www.e-b-s.eo.jp/ compaoy/ setsomei-adh/) 

は
、
日
本
酒
で
は
1

合
、
ビ
ー
ル
だ
と
大

瓶
1

本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
・
ブ
ラ
ン
デ
ー
だ

と
ダ
ブ
ル
1

杯
、
ワ
イ
ン
で
は
ボ
ト
ル3

分
の
1

本
く
ら
い
で
す
。

で
は
ど
の
よ
う
な
が
ん
の
確
率
が
上
が
る

の
で
し
ょ
う
か
？
男
性
は
食
道
が
ん
、
大
腸

が
ん
と
強
い
関
連
が
あ
り
、
女
性
で
は
男
性

ほ
ど
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
、
乳
が
ん
の

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
女
性
の
ほ
う
が
男
性
よ
り
も
体
質
的
に

飲
酒
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
よ
り
少
な
い

量
で
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
と
い

う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

強
い
お
酒
が
食
道
を
刺
激
し
て
食
道
が
ん

な
ど
を
増
や
す
の
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
大

腸
が
ん
や
乳
が
ん
な
ど
も
増
や
す
と
言
わ
れ

て
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

実
は
ア
ル
コ
ー
ル
そ
の
も
の
に
は
罪
は

あ
り
ま
せ
ん
。
犯
人
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

と
ん
ど
の
欧
米
人
は
活
性
が
高
く
ア
ル

コ
ー
ル
を
飲
ん
で
も
顔
色
ひ
と
つ
変
え
ま

せ
ん
。
ア
ジ
ア
人
は
活
性
が
低
く
、
ア
ル

修
琴
堂
大
塚
医
院

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
は
何
者
か
？
ま

ず
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
そ
の
後
体
内

で
、
ど
の
よ
う
に
代
謝
さ
れ
る
か
を
説
明

し
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
、
2

段

階
で
代
謝
さ
れ
ま
す
。
最
初
は
ア
ル
コ
ー

ル
脱
水
素
酵
素
（A
D
H
)
で
ア
ル
コ
ー

ル
が
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
。
次
に
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
脱
水
素
酵
素(
A
L
D
H
)

で
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
酢
酸
に
分
解
さ

れ
ま
す
。
実
は
こ
の
中
間
体
で
あ
る
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
D
N
A

を
損
傷
し
て
、

が
ん
化
を
促
進
す
る
の
で
す
。
こ
の
2

つ

の
酵
素
の
活
性
は
、
遺
伝
子
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
3

通
り
あ
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
な
る
段
階
は
、
高
活
性

コ
ー
ル
を
飲
む
と
す
ぐ
に
顔
が
赤
く
な
る

人
が
半
数
近
く
い
ま
す
。
こ
れ
は
遺
伝
子

で
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
変
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

飲
酒
を
し
て
顔
が
赤
く
な
る
か
ど
う
か

で
、
お
お
よ
そ
の
判
断
は
つ
く
の
で
す
が
、

正
確
に
知
る
た
め
に
、
遺
伝
子
検
査
を
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
口
腔
粘
膜
を

擦
過
し
て
細
胞
を
剥
ぎ
取
り
提
出
す
る
と

2

週
間
ほ
ど
で
結
果
が
返
っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
は
自
分
の
体
質
を
知
っ
て
、
お
酒

の
適
量
を
知
る
こ
と
で
す
。
厚
生
労
働
省

は
「
健
康
日
本
2
1
」
の
中
で
「
通
常
の
ア

ル
コ
ー
ル
代
謝
能
を
有
す
る
日
本
人
に
お

い
て
は
、
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
と
し

界
に
お
っ
土
壁
詈
烹
寒
し
む

J
 

ま
ず
は
自
分
の
カ
一
フ
タ
を
知
ろ
う

ド
で
す
。

型
、
活
性
型
、
低
活
性
型
の3
通
り
。
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
か
ら
酢
酸
に
な
る
段
階

は
活
性
型
、
低
活
性
型
、
非
活
性
型
の3

通
り
。
そ
う
し
ま
す
と
2

つ
の
段
階
で
3

x
3

の
9

通
り
の
遺
伝
子
型
が
あ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

表
に
日
本
人
の
遺
伝
子
タ
イ
プ
を
示
し
ま

す
。
お
酒
を
飲
む
と
顔
が
赤
く
な
る
の
は
ア

ル
コ
ー
ル
代
謝
の
途
中
段
階
の
ア
セ
ト
ア
ル

デ
ヒ
ド
が
原
因
で
す
。2
段
階
目
の
ア
セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド
脱
水
素
酵
素
の
活
性
が
な
い
人

は
そ
も
そ
も
お
酒
を
受
け
付
け
な
い
の
で
、

ビ
ー
ル
1

杯
で
も
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
寝

込
ん
で
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

お
酒
は
飲
め
る
の
だ
が
、
す
ぐ
に
顔
が

赤
く
な
る
人
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
脱
水

素
酵
素
の
活
性
が
弱
く
て
、
ア
セ
ト
ア
ル

デ
ヒ
ド
が
体
内
に
貯
ま
る
人
で
す
。
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
前
述
し
た
よ
う
に
遺
伝

て
、
1

日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
2
0g
程

度
と
す
る
。
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ー

ル
で
い
え
ば
中
瓶
（
ま
た
は
缶
ビ
ー
ル

5
0
0
c
c
)に相
当
し
ま
す
。
し
か
し
こ

れ
に
は
付
帯
事
項
が
あ
り
ま
す
。
飲
酒
後

に
顔
が
赤
く
な
る
人
（
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

ド
が
溜
ま
り
や
す
い
人
）
は
飲
酒
量
を
控

え
る
こ
と
が
誰
奨
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
年
齢
を
正
ね
る
ほ
ど
糀
糸
括
性
が

低
下
し
ま
す
の
で
、
6
5歳
以
卜
の
百
い
齢
者

は
飲
酒
是
を
少
な
く
す
る3
)と
が
拙
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

若
い
頃
に
沢
山
飲
ん
で
武
力
伝
を
放
多

く
持
っ
て
い
る
方
も
、
年
齢
に
応
じ
て
節

度
あ
る
お
酒
を
嗜
む
こ
と
が
必
収
で
J

ね
。
自
分
の
適
加
を
守
っ
て
、
ポ
水
く
ね

酒
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

お
酒
で
「
が
ん
」
に
な
る
？渡

辺
賢
治
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